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市
域
北
東
部
の
浅
井
町
尾
関
の
住
宅
地
を
歩
く

と
所
々
に
小
高
い
丘
状
に
盛
り
上
が
っ
た
場
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
古
墳
と
呼
ば
れ
る
墳
墓
で
現

在
で
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

古
墳
時
代
（
三
世
紀
中
頃
〜
七
世
紀
）
に
は
五
十

基
ほ
ど
の
円
墳
や
前
方
後
円
墳
が
密
集
し
て
存
在

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
尾
張

地
方
の
低
地
部
、
い
わ
ゆ
る
河
川
に
よ
る
堆
積
作

用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
に
造
ら
れ
た
数

と
し
て
は
最
大
級
に
な
り
ま
す
。
浅
井
町
の
す
ぐ

側
に
は
木
曽
川
が
流
れ
て
お
り
、
物
資
の
輸
送
に

お
い
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
古
墳
は
ま
と
め
て
「
浅
井
古
墳
群
」

と
呼
ば
れ
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
に
造
ら
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
尾
張
名
所
図
会
（
下

図
）
に
も
そ
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
、
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
会
主
事
小
栗
鐵
次
郎
ら
に
よ
っ
て

葉
栗
野
古
墳
（
人
麿
塚
古
墳
）
な
ど
の
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
〜
三
十
五
年
に
は
一

宮
市
史
編
さ
ん
の
基
礎
資
料
調
査
の
た
め
、
一
宮

市
の
委
託
を
受
け
た
名
古
屋
大
学
考
古
学
研
究
室

に
よ
っ
て
学
術
的
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
毛
無
塚

古
墳
、
岩
塚
古
墳
、
愛
宕
塚
古
墳
、
桃
塚
古
墳
、

小
塞
神
社
古
墳
の
五
基
は
県
指
定
史
跡
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
も
墓
地
改
葬
に
伴
う
発
掘
調
査

や
古
墳
の
測
量
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
古
墳
群
か

ら
の
出
土
品
は
現
在
一
宮
市
博
物
館
に
て
保
存
、

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
浅
井
古
墳
群
の
古
墳
か
ら
は
、
死
者
を
埋
葬
す

る
た
め
に
石
で
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
と
い
う
部

屋
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
横
穴
式
石
室
は

古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
に
日
本
の
各
地
で
造
ら
れ
、

地
域
ご
と
に
石
室
の
形
が
異
な
り
ま
す
。
浅
井
古

墳
群
の
多
く
の
横
穴
式
石
室
は
、
角
の
な
い
丸
い

川
原
石
を
使
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

木
曽
川
流
域
に
分
布
し
て
い
る
古
墳
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　
石
室
か
ら
は
石
棺
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、
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は
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よ
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あ
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き
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ぐ
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の
　
　
　
　
　
　
　
ひ
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ま
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お
　ぐ
り
て
つ
　
じ
　ろ
う

い
わ
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か
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▲小塞神社・人麿塚・壽福寺（尾張名所図会後編巻五より）
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か
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墳
、浅
井
古
墳
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持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
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一
宮
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歴
史
と
文
化
〜
一
宮
を
語
る
〜
』 

一

宮
市
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館
●
早
野
浩
二
二
〇
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平
野
の
古
墳
時
代
史
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一
宮

市
」『
一
宮
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歴
史
と
文
化
〜
一
宮
を
語
る
〜
』一
宮
市
博
物
館
●
樋
上
　

昇
二
〇
〇
五「
十
九
浅
井
古
墳
群
」『
愛
知
県
史
』資
料
編
三
　
愛
知
県

岩
塚
古
墳
で
は
一
つ
の
大
き
な
石
を
刳
り
貫
い
て

造
ら
れ
た
石
棺
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
室
の
中
か
ら
は
死
者
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
副

葬
品
も
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
焼
き

物
や
刀
、
弓
矢
の
鏃
、
甲
冑
な
ど
が
見
つ
か
り
、

岩
塚
古
墳
か
ら
は
須
恵
器
の
長
頸
瓶
（
左
写
真
）

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
完
全
な

形
に
近
い
状
態
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、

と
て
も
貴
重
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
栗

野
古
墳
（
人
麿
塚
古
墳
）
か
ら
は
金
色
の
馬
具
（
左

写
真
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
井
古
墳
群
に
葬
ら
れ
た
人
々
は
ど
の
よ
う
な

人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
が
葉
栗
野
古
墳
か
ら
見
つ
か
っ
た
金

色
の
馬
具
で
す
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
馬
具
は
有

力
者
の
み
が
持
つ
こ
と
が
出
来
る
道
具
で
し
た
。

ま
た
刀
や
鏃
、
甲
冑
な
ど
の
武
器
類
も
出
土
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
浅
井
古
墳
群
に
埋
葬
さ

れ
た
人
々
は
濃
尾
平
野
有
数
の
軍
事
力
を
持
つ
有

力
な
豪
族
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

浅
井
古
墳
群
に
葬
ら
れ
た
人
は

浅
井
古
墳
群
に
葬
ら
れ
た
人
は

く
　
　
　
ぬ

す
　
え
　
き
　
　
　
ち
ょ
う
け
い
へ
い

や
じ
り

ば
　
ぐ

ê
葉
栗
野
古
墳（
人
麿
塚
古
墳
）で
発
見
さ
れ
た
石
棺（
昭
和
８
年
）

ê
岩
塚
古
墳
で
見
つ
か
っ
た
須
恵
器
の
長
頸
瓶﹇
高
さ
45
セ
ン
チ
・

胴
径
30
セ
ン
チ
﹈一
宮
市
博
物
館
蔵（
上
写
真
・
中
央
の
出
土
品
）

ê
葉
栗
野
古
墳
か
ら
出
土
し
た
金
色
の
馬
具
・
一
宮
市
博
物
館
蔵

ê
川
原
石
で
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
の
最
下
段
部
分（
浅
井
21
号
墳
）

ê
岩
塚
古
墳
の
石
棺
と
副
葬
品
の
出
土
状
況（
昭
和
33
年
）
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私
が
民
謡
と
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十

一
年
の
秋
だ
っ
た
と
思
う
。

　

会
社
の
寮
で
私
が
何
気
な
く
民
謡
を
口
ず

さ
ん
で
い
た
の
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
先
輩

が
、
「
近
々
民
謡
の
発
表
会
が
あ
る
け
ど
行

っ
て
み
る
か
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。
当
日

誘
わ
れ
る
が
ま
ま
、
そ
の
人
に
つ
い
て
行
く

と
会
場
は
一
宮
市
民
会
館
で
あ
っ
た
。
幾
人

か
の
迫
力
あ
る
唄
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

「
い
つ
か
こ
ん
な
舞
台
で
唄
っ
て
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
一
週
間
後
に
は
民
謡

の
教
室
に
入
会
し
て
い
た
。
た
だ
私
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
先
輩
は
入
会
し
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
は
教
室
で
必
要
な
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
、
生
テ
ー
プ
、
ノ
ー
ト
を
買
い
求
め
て
、

実
際
の
民
謡
教
室
の
初
日
を
待
っ
た
。
教
室

へ
行
く
と
六
、
七
人
の
生
徒
が

先
着
し
て
い
て
、
私
の
ち
ょ
っ

と
後
に
先
生
が
到
着
さ
れ
た
。

先
生
か
ら
私
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
、
教
材
の
分
厚
い
歌
詞

集
の
本
を
渡
さ
れ
た
後
、
私
は

深
々
と
頭
を
下
げ
た
。
「
細
井

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
そ
う

言
っ
た
日
か
ら
も
う
四
十
年
と

い
う
月
日
が
過
ぎ
去
っ
た
。

　

入
会
し
て
か
ら
は
教
室
は
も
と
よ
り
、
自

宅
や
自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、
ま
た
近
く

の
木
曽
川
の
河
川
敷
な
ど
が
練
習
場
と
な
っ

た
。
基
本
的
な
口
の
開
き
方
、
声
の
出
し
方
、

呼
吸
の
し
方
な
ど
を
来
る
日
も
来
る
日
も
、

そ
し
て
少
し
唄
え
る
よ
う
に
な
る
と
面
白
さ

が
出
て
来
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
謡
と
い
う
唄
は
人
が
生
活

し
て
い
る
環
境
で
の
苦
し
さ
や
楽
し
さ
な
ど

を
口
に
し
て
い
た
も
の
が
詩
と
な
り
、
節
が

つ
く
と
言
う
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的
に
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誰
が
作
詞
し
、
作

曲
し
た
か
は
不
明
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
従
っ
て
唄
の
覚
え
方
に
し
て
も
先
生
が

唄
う
の
を
真
似
し
て
唄
う
、
い
わ
ば
口
か
ら

耳
へ
、
耳
か
ら
口
へ
の
く
り
返
し
で
身
に
つ

け
る
。「
先
生
の
技
を
見
て
盗
め
」
だ
か
ら
、

つ
ま
り
「
盗
ん
だ
者
勝
ち
」
で
あ
る
。
勿
論

自
分
で
の
味
付
け
も
必
要
だ
が
…
。
こ
の
表
現

は
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

唄
は
声
の
高
低
、
音
域
、
音
質
な
ど
を
使

い
合
わ
せ
て
詩
情
表
現
す
る
の
で
、
そ
の
奥

の
深
さ
と
い
う
の
が
最
大
の
魅
力
で
あ
る
。

他
の
趣
味
も
や
っ
て
来
た
が
民
謡
が
一
番
長

寿
と
な
っ
た
。
日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
民

謡
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

　民謡と出会って
声楽・合唱部門　佳富士会　細井　進

全日本民謡民舞連盟
第三回みんれん全国大会にて(昭和59年)

第六回輝け！日本民謡大賞
愛知県選抜大会にて(昭和58年)

尾西芸能祭にて(平成19年)

エッセイ 
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当
公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県

下
に
あ
る
八
支
部
の
中
で
最
も
古
い
歴

史
を
持
ち
、
現
在
約
三
七
〇
名
の
会
員

が
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
創

立
六
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
先
年
、

六
十
周
年
を
記
念
し
、「
次
代
を
担
う

青
少
年
に
贈
る
こ
と
ば
展
」
を
、
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
一
宮
市
内
の
多
く
の
小
中

学
校
よ
り
、
先
生
方
の
温
か
い
お
心
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
書
作
を
ご

揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
支
部
会
員
一

同
、
大
き
な
感
動
と
力
強
い
励
ま
し
、

夢
と
希
望
を
戴
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
宮
支
部
の
行
事
と
し
て
は
、

二
月
ま
た
は
三
月
に
講
演
会
（
一
般
聴

講
可
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
テ
レ
ビ
で
中
国
語
」
で
長

年
講
師
を
務
め
ら
れ
た
愛
知
大
学
教
授

荒
川
清
秀
先
生
を
お
迎
え
し
、「
中
国

の
街
で
見
る
漢
字
」
―
日
中
漢
字
の
意

味
の
違
い
を
考
え
る
―
と
題
し
、
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
に
は
、
一

宮
書
道
連
盟
主
催
「
七
夕
ま
つ
り
学
生

書
道
展
」
「
選
抜
作
品
展
」
を
後
援
協

力
し
て
い
ま
す
。
十
月
に
入
り
ま
す
と
、

支
部
研
修
旅
行
（
一
般
参
加
可
）
を
実

施
。
昨
年
は
バ
ス
三
台
に
て
、
岐
阜
県

神
戸
町
「
日
比
野
五
鳳
記
念
美
術
館
」

と
郡
上
八
幡
方
面
を
訪
ね
ま
し
た
。
十

一
月
に
は
、
一
宮
支
部
員
に
よ
る
「
支

部
展
」
と
「
学
生
書
道
展
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
支
部
展
に
お
い
て
は
、

流
派
を
越
え
た
支
部
会
員
の
大
家
族
展

で
あ
り
、
様
々
に
表
現
さ
れ
た
漢
字
作

品
・
日
本
独
自
の
流
麗
な
か
な
作
品
・

詩
や
心
に
響
く
言
葉
を
題
材
と
し
た
近

代
詩
文
作
品
等
が
出
品
さ
れ
、
会
場
は

正
に
深
遠
な
芸
術
の
森
と
な
り
ま
す
。

学
生
書
道
展
で
は
、
幼
年
か
ら
高
校
三

年
ま
で
の
努
力
の
成
果
作
が
展
覧
さ
れ
、

常
時
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
、
良
き
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
が
普
及
し
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

美
を
追
求
し
、
豊
か
な
心
を
育
む
あ
ら

ゆ
る
芸
術
文
化
活
動
・
教
育
は
本
当
に

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
書
教
育
に

お
い
て
は
、
挨
拶
・
礼
儀
作
法
と
共
に
、

一
枚
の
お
手
本
を
見
つ
め
何
枚
も
稽
古

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
細
か
い
注
意

力
と
物
事
を
し
っ
か
り
見
つ
め
る
姿
勢
、

そ
し
て
根
気
根
性
が
培
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
正
し
く
美
し
い
文
字
を
書
き
た
い

と
い
う
心
か
ら
生
ま
れ
る
美
的
感
覚
、

苦
心
の
結
果
に
得
る
深
い
感
動
と
喜
び
、

こ
れ
ら
が
豊
か
な
人
間
形
成
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
れ
は
私
の
恩
師
、（
故
）橋
本

翠
川
先
生
の
大
切
な
教
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
書
を
通
し
て
地
域
文
化
の

発
展
向
上
と
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
育
成
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
支
部
員
一
丸
と
な
り
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
協
会
の
皆
様
が
ご
健
康
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
と
文
化
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
深
い
喜
び
を
、
生
涯
の
生

き
が
い
と
し
て
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　

未
来
を
拓
く
芸
術
と
文
化

書
部
門　

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
一
宮
支
部
長　

岩
田　

澗
流

活 動 

平成27年度講演会風景
（H28.3.6） 　　　　　

平成28年学生書道展会場風景
（H28.11.26～27） 　　　　

平成28年支部展会場風景
（H28.11.26～27） 　 　　　
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企
画
展
「
新
収
蔵
品
展
」

日
時
e
６
月
３
日
º
〜
７
月
９
日
∂

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
近
年
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
美

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

常
設
展
「
三
岸
節
子 
永
遠
に
咲
く
花
」

日
時
e
４
月
４
日
∏
〜
６
月　

日
∂　

２５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
節
子
独
自
の
花
の
作
品
へ
と
昇

華
さ
れ
て
い
く
過
程
を
中
心
に
、

静
物
画
や
風
景
画
な
ど
そ
の
画

業
全
体
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

せ
つ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ「
美
術
館
た
ん
け
ん
」

日
時
e
４
月　

日
º
午
前　

時
〜
正
午

１５

１０

内
容
e
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
美
術
館

た
ん
け
ん
隊
」
が
普
段
見
ら
れ

な
い
施
設
の
裏
側
を
探
検
し
、

美
術
館
の
謎
を
探
り
ま
す
。

対
象
e
年
長
〜
小
学
生

定
員
e　

名
１０

※
参
加
料
無
料
・
要
申
込
み
。
詳
し
く

は
広
報
３
月
号
を
参
照

子
ど
も
講
座「

冨
田
一
里
塚
を
守
ろ
う
！
」

日
時
e
３
月　

日
º（
予
備
日　

日
∂
）

２５

２６

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

内
容
e
美
濃
路
沿
い
に
あ
る
「
冨
田
一

里
塚
」
の
古
い
エ
ノ
キ
の
木
の

手
入
れ
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
e
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
〜
中

学
生

定
員
e　

名
１０

※
参
加
料
無
料
・
要
申
込
み
。
詳
し
く

は
広
報
３
月
号
を
参
照

一
宮
か
ら
世
界
へ
！
世
界
で
き
ら
き
ら

輝
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
写
真
展

日
時
e
３
月　

日
∫
〜
４
月
４
日
∏

２３

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
紹
介
と
、
一

宮
市
出
身
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
の
様
子
を
展
示
し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

第　

回
一
宮
桜
ま
つ
り

４９
日
時
e
３
月　

日
º
〜
４
月　

日
∑

２５

１０

（
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）

内
容
e
市
内
の
桜
の
名
所
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。
大
江
川
緑
道
で
は

午
後
６
時
〜
９
時　

分
ま
で
ラ

３０

イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

会
場
e
大
江
川
緑
道（
大
乗
公
園
〜
須

ケ
崎
橋
）、
青
木
川
河
畔
、
浅
井

山
公
園
、
木
曽
川
堤
、
稲
荷
公

園
、
真
清
田
神
社
、
尾
西
緑
道

入
場
料
e
無
料（
以
下
同
じ
）

第　

回
つ
つ
じ
祭

４０
日
時
e
４
月　

日
º
・　

日
∂

２９

３０

午
前　

時
〜
午
後
４
時（　

日

１０

３０

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
戦
国
武
将
浅
野
長
政
の
屋
敷
跡

に
整
備
さ
れ
た
浅
野
公
園
に
、

１
、
０
０
０
株
以
上
の
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
誇
り
ま
す
。　

「春の妖精」 武鹿 千代

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》
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会
場
e
浅
野
公
園

第　

回
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
祭
り

５１
日
時
e
５
月　

日
∂

２８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー

ル
や
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。　

会
場
e
萩
原
商
店
街

第　

回
花
し
ょ
う
ぶ
祭　

１６
日
時
e
６
月
３
日
º
・
４
日
∂

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
園
内
に
あ
る　

種
類
約
１
、
７

３８

０
０
株
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
見
事

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

会
場
e
萬
葉
公
園
高
松
分
園

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月
９
日
∂

１２

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１９

行
先
▼
岡
崎
公
園
、
岡
崎
城（
岡
崎
市
）

他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
抽
選
）

３５

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

２１

（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月　

日
º

２５

２２

５
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２７

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２６

２３

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１６

行
先
▼
彦
根
城（
滋
賀
県
彦
根
市
）、
五

箇
荘（
同
県
東
近
江
市
）他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
抽
選
）

３５

参
加
料
▼
３
、
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

２１

　
（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２６

２３

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
４
日
∏
・
５
月
２
日
∏

６
月
６
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月
８
日
º
・
５
月　

日
º

１３

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』
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優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

２３

会
場
▼
石
刀
神
社（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂

２３

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
、
仕
舞
等
の
発

表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月
７
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
一
宮
音
楽
家
協
会
会
員
が
、

心
な
ご
む
名
曲
の
数
々
を
発

表
し
ま
す
。

曲
目
▼
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
ス
ラ

ブ
舞
曲
第
１
番
」、越
谷
達
之

助
作
曲
「
初
恋
」
な
ど

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

楽
し
く
描
こ
う
会
】

　

A（　

）７
６
４
７

６２

日
時
▼
５
月　

日
∏
〜　

日
∂

１６

２１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（　

日
は
正
午
か
ら
、　

日
は

１６

２１

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
講
師
の
小
川
護
先
生
の
指
導

で
学
ぶ
、
楽
し
く
描
こ
う
会
、

尾
西
ガ
リ
バ
ン
バ
ン
の
会
、

パ
レ
ッ
ト
会
の
３
団
体
に
よ

る
記
念
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
合
唱
協
会 
女
声

合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
リ
ー
デ
】

　

A（　

）１
９
７
１

６２

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２１

（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
名
古
屋
文
理
大
学
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム（
稲
沢
市
民
会
館
）中

ホ
ー
ル

内
容
▼
女
声
合
唱
組
曲
「
水
の
い
の

ち
」、
イ
タ
リ
ア
と
現
代
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
合
唱
曲
、
百
万

本
の
バ
ラ
他

入
場
料
▼
一
般　
　

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

※
全
席
自
由
・
大
森
楽
器
、
坂
野
楽

器
、
星
川
楽
器
に
て
チ
ケ
ッ
ト
を

販
売

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A（　

）７
０
５
７

８５

日
時
▼
６
月
８
日
∫
〜　

日
∂　

１１

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

１０

１１

日
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
加
入
団
体
か
ら
選
抜
さ
れ
た

作
家
の
作
品
の
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
立
体
・
工
芸
・
デ

ザ
イ
ン
・
書
・
写
真
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
】

　

A（　

）１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
２
時
〜

１１

（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
会
員
に
よ
る
演
奏
会
。

入
場
料
▼
無
料（
全
席
指
定
）
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『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
リ
ー
デ

　

周
年
第
˘
回
演
奏
会
』

２０

『
2
0
1
　̄
一
宮
総
合
美
術
展
』

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）
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［編集・発行］一宮市芸術文化協会
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　この「いちのみやの芸術文化」は、
今年度の編集委員八名により、編集
されています。
【編集委員】※順不同・敬称略

木全　　修
（故）後藤冨士雄
増田　和臣
横井　静嘉

浅井　英仁
小島　祥子
坂井　　斉

（故）柳原田主子

・
・
・
・

『
モ
ア
会　

周
年
記
念
水
彩
画
展
』

１５

『
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

創
立　

周
年
記
念
演
奏
会
』

５０

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月

の前々月15日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入

の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時�
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他�
必要事項�

〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 


